
難論
　

灘讐
叢

.

弧
調

、

}叢

所
得
税

の
弱
黙

・

・

…

肚
會
的
法
的
経
済
學

の
考
察

・

利

潤
の
経
済
的
及
び
道
徳
的
性
質

・

農
業

勢
働
問

題

・

・

幽

・

時

.恐
柵

地

方
税

の
整

理
を
論
ず

一説

凸苑

家
計
論
の
地
位
に
就
て

…

井

リ

ヤ

ム

・
タ

ム

ス

ン

の

分

配

論

・

雑

銘
躑

躅
繍

罰
聯
合
國
・
封
猫
経
済
政
策

世
界
職
孚
と
伯
林

の
人
.日

没
學
博
士

文
學
博
士

渋
墨
博
士

注
學
博
士

神

戸

正

雄

米

田

庄

太

郎

田

島

錦

治

河

田

嗣

郎

法
學
博
士

小

川

郷

太

郎

注

學

士

作

田

荘

一

経
済
學
土

掘

脛

夫

法

學

土

法

學

士

小

島
昌
太

郎

汐

見

三

郎

_著 」 ・L



ド

経

濟

論
.叢

第
十
三
雀

第
四
號

(溺
巷
鷺

+
肉
醤

大
正
十
年
十
月
殿
行

二A

語而

叢

,

,

所

得

税

の

弱

鮎

戸

正

雄

エ

ラ

緒
言

(
一
本
研
究

の
目
的
二
説
述
の
順
序
)

く

く

第

一
段

所
得
税

の
課
税
技
術
上
随
て
公
平
課
税
上
の
鉄
黙

(↓
冊
捉
漏
れ
の
所
得
な
生
ず
ろ
こ
書
鋤
捕
捉
漏
れ

の
傾
向
働
捕
捉
漏
れ
ε
な
ろ
所
得

く

う

ラ

エ

・
督

ω
無
籍

養

物
所
得
㈲
鍵

所
得
、
摯

及
民
史
籍

所
得
堺

的
蒔

所
得
懸

章

度
瑠

加
所
濯

無
形
所
限

會
醤

保
所

ラ

ラ

得
に
所
得
り
漢

纏

塞

ず
ろ
こ
達

差
等
課
税
の
羅

㈹
所
得
の
品
質
接

・
船
艙

力
相
違
の
考
慮
@
財
産
所
得
.、勢

所
得
¢
饗

的

所
得
ε
不
確
實
所
得
の
不
勢
所
得

ε
努
力
所
得
ゆ
副
的

一
時
所
得
ご
綴
綬
的
所
得
働
所
得
の
使
用
方
法

に
依
る
給
付
能
力
相
違
の
考
慮
⑥
物
償

の

く

く

地
理
的
相
違

に
依
る
給
付
能
力
相
違
の
考
慮
ω
人
的
事
情

の
饗
化
に
£

ろ
給
付
能
力
相
違
の
考
慮
)

第
二
醗

所
得
暁
の
経
済
上
及
道
義
上
の
映
鮎

(」
、纒
濟
上

の
飲
馳
鋤

人
々
間
の
競
争
條
件
々
不
不
等
ε
す

る
こ
ε
働
瞥
業

上
の
秘
密
な
漏
ら
す

こ

く

く

う

　

.

ピ
◎
螢
業
信
用

に
動
揺

奄
生
ず

ろ
こ
蕊

凹
怠
惰
々
奨
勘
す
ろ
こ
ε
働
財
産

の
不
利
用
な
拗
む

る
こ

電
伊
奢
侈
を
勧

む
ろ
こ
守㌧
e3
貯
蓄
な
制
限
す
ろ

鍮

叢

所
得

税
の
賜
鮎

第
†
三
巻

(第
四
號

ご

四
五

一

r



覧

論

叢

所
得
税
の
賜
貼
.

第
十
三
巻

(第
四
號

二
)

四
五
ニ

ラ

ラ

、
ぎ

に
糞

上

の
鉄
謹

厳
偏
申
告

に
誘
ふ
こ
ε
働
政
府

に
射
し
不
快
反
肇

懐

か
し
む
ろ
こ
と
)

結
論
(
全
　久
の
要
旨
)

・
緒

言

ラ↑
、畳
目
の
租
税
は
實
際

に
て
も
理
論
に
て
も
所
得
税
を
中

一6
ε
し
て
居

る
。
斯
く
て
人
々
は
所
得
税
を
完
全
此
上

も
電
き
も
の
の
や
う
に
考

へ
て
居

る

(註
こ

。
併
し
良
く
考
ふ
る
ε
、
此

に
も
可
な
b
峡
黙
が
あ

っ
て
、
人
の
考

ふ
る
ほ
こ
の
完
全
な
も
の
℃
は
な

い
。
今

の
人
々
は
む
し
ろ
所
得
税
を
過
信
し
て
居

る
。
私
は
此
視
の
長
所
を
認

む

る
に
吝
で
は
な

い
が
、
其
短
所
を
看
過
し
て
は
な
ら
雪

思
ふ
。
所
得
税
を
過
信
し
て
む
の
み
に
重
き
を
磐

.

は
宜
し
く
な
く
、
む
し
ろ
之
を
中
.心
ε
上
て
併
し
他
の
.視
を
以
て
此
視
の
短
所
を
補
充
す

る
の
通
常
な
る
こ
ε
を

信
ず
る
。
所
得
税
は
正
面
に
立
っ
て
活
動
す
る
の
能
力
あ
る
税
で
は
あ
る
が
、
彼
に
は
内
助
の
役
を
全
う
す

る
他

の
視
な
く
て
は
其
自
ら
の
能
力
も
+
分
に
震

が
出
養

い
。
私
は
合
蒔

之
を
明
か
に
す
る
爲
め
に
其
弱
黙
を

示

さ

う

。

(苗

印
)

拙
文
、
所
得
税
に
於

げ
ろ
所
得

の
統

一
課
税
・
参
照

ラ
　
　
　
　
　
　

セ
　
　

に
本
文
説
述
の
順
序
ご
し
で
は
、
先
づ
所
嘉

の
羅

技
空

の
難

、
随
て
傘

課
税
上
の
弱
黙
を
説
き
次
い

で
経
済
上
道
義
上
,等
の
諸
映
黙
を
述
ぷ
。

「

」

第

一
段
.

所

得

税

の
.課

税
技

術

上
随

て
公
準

課
税

上

の
鉄

砧

1)拙 著 り租 税 研 究 、151・

右



一
捕
捉
漏

れ
の
所
得

を
生
す

る
こ
ざ
、

(
一偉

捕
捉
漏
れ
の
傾
向
卜

所
得
税
に
於
て
は

一
面
課
税
便
宜
上
よ
b
、
所
得
税
を
裸
視
す

べ
き
所
得

の
意
義

を

多
少

限
局
す

る

こ
ξ
に
、
φ
り

て
、
所
得

に
し
て
當
然
此
税

よ
り
捕

捉

さ
れ
ざ

る
も

の
を
生

じ
、
他
面
此
税

を
課
す

る
に

つ
き
、
政
府

の
調
査

の
み
に
基

く

こ
す

れ
ば
、
自
然

、
好

ま
し

か
ら
ざ

る
吟
味

又
は

恣
意

に
陥

る

(註
二
)
か

ら

し
て
何
う

し
て
も
義
務
者

の
申
告

を
も
利
用

し
な

く
て

は
な
ら

鳳
こ
{

に
な

る
が
、
此
義
務
者

の
申
告

が
頗

る

多

く
脱
漏

ε
な
る
の
傾
を
持

ち
、

そ
し
て
此

申
告

ご
政
府

の
調

査

ざ
の
調
和
も

が
⊥
ハ
つ
か
し
い

(註
三
)
。
特

に
税

の
軽

い
聞

は
申
告
漏

が
甚

だ
し
き

こ
ε
も
な

い
が
、
其

の
重
く
な

る
に
殖

て

「
層

顯
着

ε
な

る

(註
四
)
。
そ
し

て

其

の
申
告

に
脱
漏

の
生
す

る
の

は

一
.に
は
、
.義
務
者

の
悪
意

、
即

ち
利
己
的
動

機

か
ら
出

つ
る

こ
ビ

も

あ

る
が

〔註
五
)
、
叉

一
に
は
彼
が
善
意
で
あ

っ
て
も
、
其
所

得

の
實
物

的

で
計
算
難

で
あ

る
が
矯

め
、
叉

は
其
所

得
に

つ

き
正
確

な
簿

記
を
持

た
澱
が
爲

め
に
生
す

る
こ
ε
も

あ

る

(註
六
)
。
尤

も
所
得

税
の
行

は

る
る
こ
ε
久
し

き
に
及

べ
ば
、
人

々
が
之

に
慣
れ

て

一
方

に
は
蝕

り
悪
意

の
隠

匿

も
し
な
く
な

る
し
、
他
方
出
家

る
だ
け
簿

記
を
正
確

に

す

る
の
慣

習
を
作

る

こ
だ
に
も
な

る
。

併

し
此

申
告

の

み
に
よ
り

て
は

到
底
完

全

に

捕

捉
す

る
こ
ε
が

出
家
な

い
か
ら
、
之
を
出
凍

る
だ
け
完
全

に
近

づ
か
し
む

る
爲

め

に
色

々
の
補
充
方
法

を
講
ず

る
よ
b
外

な
き

こ
ε
ド
》な

る
。
即
ち
義
務
者

の
申
告

も
成

る

べ
く
細
目

じ
亘

っ
て
申

告

せ
し

め
、
必
要

な

る
だ
け

に
て
は
第

三
者

の
申
告

義

務

を
も
定
め
、
政

府
自
ら
も

調
査

し
、
委
員
會
を
利
用
.し

、
不
正
申
告

に
罰
則

を
課
す

る
等

を
講
ず

る
。
尤
も
更

論

叢

痂
得
粉
の
弱
鮎

第
+
三
巻

(第
四
號

三
)

四
五
三

「

、



,

論

叢
.
.

所
得
税

の
羽
鮎

第

+
三
巻

(第
四
號

四
)

四
五
四

ら

に
進

ん

で

考

ふ
.れ

ば

悪

意

の

不

當

申

告

の

内

部

動

機

ε

し

て

は

、

輩

に

義

務

者

の

利

己

的

動

機

の

み

な

ら

す

、

彼

の
政

府

叉

は

統

治

團

禮

に

…封
ず

る
不

信

不

曾

こ

い

ふ

、こ

ε

も

め

る

か

ら

(註
七
)
、
.政

府

も

内

、

常

に

省

み

て

其

政

治

の

改

善

に

意

を

注

が

な

く

て

は

な

ら

訟

。

斯

く

色

々

ε

苦

心

は

し

て
.も

、

所

詮

所

得

税

に

て

所

得

を

漏

れ

な

く

捕

捉

す

る

こ

ご

は

伺

う

し

て

も

六

つ

か

し

い

(註
八
)

(註
一
ご

・パ
Ψ

ユ
i
1工
所
得
税
の
眞

の
第

一
の
飲
鮎

11
、
其
目
的
に
適

當
し
た
方
法
海
鼠
く

こ
置
で
あ

っ
て
、
醗
ふ
て
或
場
合
に
恣
意
に
照

る
こ
こ

で
め
ろ
ε

い
ひ
、
ヶ

ン
ナ

ン
は
所
得
税

に
樹
し
最
屡

々
爲

さ
れ
た
る
非
難
に
、
之
が
吟
味

的
也
ミ
い
ふ
こ
ξ
で
、
此
に
限
ら
れ
た

ろ
度

に
於

て
眞

買
也
ピ
い
ひ
、
ア
リ
ス
ト
ア
に
所
得
税

為
實
際

、
不
公
準
、
吟
味
叉
に
恣
意

に
昭

ろ
こ

ピ
な
く
し
て
作
る
こ
ご
ば
不
可
能
也

こ
い
ひ
、

ロ
ッ
シ
ァ

ー
ば
官
職

よ
り
の
各

の
所
得

の
直
接

の
調
査
に
・
此
が
精

密
な
ら
う
ピ
す
れ
ば
唯
だ
好
ま
し
か
ら
ざ
ろ
吟
味

の
方
法

に
て
の
み
生
ず
る
起
掛
、
不

精
露
な
ゐ
見
積
は
蕾
に
非
常

に
危
険
な
る
恣
意
に
隅
る
の

み
な
ら
す

、
通
例
温
低
評
定

に
轟
く

ε
い
ひ
、

潔
.一

り

融
1
ば
所
得
税

11
必
然
、
恣
意

及
不
公
平

に
昭
ち

な
く
て
は
な
ら

ね
。
其
恣
意

ミ
な

ろ
所
以
に
、
行
政
官
吏
が
少
く
ξ
も
或
場
合
に
及
監
督
方
法

定
し

て
多
少
吟
味
的
な

る
方
法

朗

に
訴

へ
な
く
て
は
な
ら

坦
こ
ε
に
あ
り

こ
い
ひ
、
ラ
ゥ
も
所
得
税

の
映
鮎
ば
評
定
の
不
精
確
に
あ
り

ヒ
い
ふ
。

9

(註
ミ

V

バ
ス
テ
ー
ブ
ル
に
義
務
者

の
申
告

の
下
に
於
け
ろ
述
脱
の
岩

`
、官
願

の
吟
味
の
渦

ピ
の
間
に
中
間
の
追

加
採

る
こ
ε
は
困
難
也
ε
い
ふ
。

(註
四
)

ブ
イ
ス
チ
ン
グ
ーエ
所
得
税
の
貴
行
に
、
手
籔

の
正
當
な
る
成
形
で
1エ
・
国
民
義
務

の
正
當
な

ろ
認
識
及
国
民
白
籤
の
向
上
に
貢
献
し
及
箇

八
に
豫
算
、
翼

心
に
合

へ
る
記
載

に
よ
り
て
其

家
計
の
纒
濟
的
制
定

に
刺
戟

し
、
随
ふ
て
目
的

ピ
ゼ
ら
れ
れ
ゐ
影
響
奉
行
ふ
の
に
大
に
適
當
で
る

の

け
れ
こ
も
、
過
度
徴
牧
に
よ
り
て
此
影
響
が
反
封

.ト
導
か
る
ろ
心
得

ピ
い
ふ
。

〔註
五
)

エ
ー
ベ
ル
ヒ
は
、
申
告

不
成
績

の
原
因
11

一
部
に
今
日

、
之
G
必
要
な
ゐ

一
般

の
良
心
が
租
税
事
項
に
存

ぜ
ざ
る
に
あ
り
ε

い
ひ
、
ロ
ツ
シ

ア
ー
も
所
得
税
ぼ
ご
虚
偏
申
告
に
誘
に
う
ろ
税

1工
他

に
な

い
ξ
い
ひ
、
パ
リ
.ユ
ー
に

一
般
財
産
及
所
得
税
の
貴
行
々
合
圖
す

う
も

の
は
義
務
者
の

誠
貴
、怨
附
及
白
土
の
或
度

の
も

の
で
あ

る
ミ
い
ひ
、
セ
リ
グ
マ
ン
も
飯
得
税
に
行
政
上
の
困
難
た
含

み
、
融
會
道
義
及
政
治
的
誠
賢
の
進

歩
し
た

る
段
階
奄
前
提

超
す
ご
い
ひ
、

コ
ツ
サ
ー工
此
税
に
封
ず
る
非
難

ε
し
て
、
義
務
者

ε
徴
牧
者
ぐ」
の
直
接

の
接
鱗
、
及
前
者
の
鰹
濟
事
情

が
租
税
の

2

2

Parieu,
1:imp
ulie",,蕪 融 総 総 轡 型ご蕪 盛:轍灘

.1しS.置85.、5AuflFw.
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.



、

爲

め
公
示

さ
る
る
こ
建
が
殆
ん
ご
實
際

に
存

在
し
能
ば
ざ
る
が
如
意
智
識
、
道
義
、
非

利
己
心
の
條
件
な
前
提
ε
4
ろ
こ
ε
な
擧
げ
、

ボ
ー
リ

ユ

の

一
も
所
得
税
は
必
然
不
公
平
建
な

ろ
ご
一
、
其
不
公
準
ミ
な
み
に
人
民
の
頁

心
及
巧
妙

の
異

る
に
よ
る
ミ
い
ふ
。

、

」(註
六
)
.
エ
ー

ベ
ル
ビ
は
申
告
不
成
績
の
原
因

に

一
部
は
人
民
の

一
大
部
分
特

に
其
自
身

の
財
産
利
用
及
勢
働
給
付

の
牧
益
々
實
物
に
て
消
費
し
、

及
規
則
立
ち
た

る
範
聾

知
ら
な

暑

が
往

・
に
し
て
善
意

に
て
も
其
所
得
な
精
密

に
獲

す

急

得
な

い
、
こ

に
存
著

い
ひ
、

。
ツ
シ
ア
ー

も
義
務
者

の
申
告
ーエ
、
下
級

の
租

税
能
力
あ

る
部
分

に
於
て
、
範
記
の
缺
乏
及
自
然
経
済

の
行
に
う
ろ
こ
ε
に
よ
り
て
非
常

に
困
難

ミ
ゼ
ら
ろ
宣

い
ひ
、
ケ
ン
ナ

ン
に
各
租
税
義
務
者
の
単
純

暫
得
の
決
定
は
特

に
困
難
な
事
業
で
あ
み
。
何

ざ
な
れ
一て
此
が
通
例
注
意
深
く
匿
さ
れ
叉
ーエ
納
税
者

自
身
に
』
知
ら
れ
ざ
る
額

の
決
定

々
意
味
す

る
か
ら

ζ
い
ひ
、

へ
・
ケ
ル
に
下
級

所
得

に
て
に
規
則
正
⊥
き
簿
難

猷
く
爲

め
に
必
要

な
ろ
支
持

鮎
致

≦

い
ひ
・

易

ナ
温

所
得
税
の
形
に
於
け

ろ
人
的
課
馨

正
警

成
形
す

る
こ
農

恰
も
近
代
に
於
て
は
、
握
済
及
技
術

の
簡
畢
な

ろ
事
情

及
善
時
の
法
制

の
下
に
於
け

ろ
よ
り

も

一
暦
困
難
で
あ

る
。
此
課
税
が
所
得

に
つ
き
、
者
私
繹
濟

の
正
當
な

ろ
原
則

に
從
ふ
て
行
ば
れ
た

　

ろ
精
密
な
ろ
簿
記
ご
・
關
係
事
實
が
租
税
官
塵
に
明

か
に
知
ら

る
ろ
こ
亡
ε
奄
前
提
ミ
す
ろ
の
に
、
此
二
の
前
提
に
大
部
分
當
ら
な

い
ぐ、
い
ふ
。

わ

(註
t
)

ロ
ソ
ッ
参
照
。

(証
人
)

エ
ー

ベ
ル
ビ
ば
所
得
税
に
に
貴
行
上
に
大
峡
鮎
が
あ

る
。
特
に
所
得
々
近
接
的
確
實

に
て
確
定
す

る
こ
ε
の
困
難
の
薦
め
に
ぐ」
い
ふ
て
居

ろ
圃

ヌB
捕
捉
漏
れ
巴
な
る
所
得
の
科
目
1
.

■

(

の
無
簿
記
及
質
物
所
得
i

が
義
務
者
の
善
意
の
場
合
で
も
捕
捉
す
る
の
困
難
な
る
こ
ε
は
右
に
も

い
ふ
如

(

く

で

(註
九
)
あ

っ
て
、
特

に
.説

明

の
必
要

な
き

ほ
こ
明

か
で

あ
る
。

(註

九

)

註

六

参

照

、

ー

ラ

う

ろ
管
業
所
得
、
利
子
所
駄
及
長
吏
俸
給
所
得
-

貨
幣
所
得

に
擁
し
而
か
も
簿
記
の
備
は
る
腱
に
て
も
,

く
　論

叢

所
得
税
の
賜
鮎
.
.

第
十
三
巻

(第
四
號

五
)

四
五
五

人

5)

6)

7)
8)
9)

塾 翫Fw.Es,潔 ・,鵜 島聖 断 皆、3ヒ亀i言;翻arieu;1.c.p.482.rissd.Fw.S.1;塁:
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ヒ

論

叢

所
得
溌
の
賜
臨

第
+
三
巻

(第
四
號

六
)

四
五
六

は
故
意

に
出
京

る
だ
け
所
得
を
小
く
申
告

し
ゃ
う

ε
す

る

か
ら
、
簿

記
を
偏

っ
て
脱

税
を
計

る
ご
ざ
ご
な
り
得

る
。

之
が
樋
確
な
反
読
を
翠

ぐ

る
こ
ご
は
伸

々
難

い
。
官
公

吏

の
俸

給
は
捕

捉
易

で
あ
り
、
土
地

家
屋

の
所
得

、
公
示

義
務
あ

る
會
鮭

の
所
得

、
國
債

利
子

の
如

き
は
之

に
次

い
で
捕

捉
易

い
が
、
其

で
も
多

少
は
逃

げ
ら

る
る
(註

一
〇
)。

日
本

の
第

二
種
所
得

を
源
泉

課
税

ε
す

る
の
も
此

め

る
が
爲

め
で
め
り

、
瞥

業
所
得

の
如

き

に
謝

し
て
所
得

税

の

み
で
な
く
、
之

蓬
並

ん
で
財
産

税
又
は
牧
益
税

の
如

き

別

の
標
準

じ
て
課
す

る
も

の
に
て
所

得
税

の
補
完
を
駕
す

を
得

策

ピ
す

る
の
も
此

あ
る
が
爲

め̀
で
あ

る
(註

=

)。

〔註
一
〇
)

ロ
ッ
ッ
ば
役
人
攻
入
の
外
に
、
置
生
の
屋
貧
攻
入
が
最
爆
易
に
捕
捉
す
み
な
得
る
。
遙
か
に
其
困
難
な
の
は
農
業
、
瞥
繁
茂
資
本
家
所

得
で
あ
ろ
。
尤
も
決
算
公
示
義
務
あ
る
企
業
の
其
に
別
で
め
る
ざ
い
ひ
、パ
ゆ
ユ
ー
も
土
地
の
所
得
、
國
債
、株
式
曾
池
所
得
の
計
算
拭
大
し
た
困

難

な
い
が
「

鍵

的
所
得
及
特
に
固
有
の
纂

の
所
得

つ
ミ

長

囲
禦

大
思

い
ひ
、・
イ
ス
チ
・
だ

普
國
に
て
爲
さ
れ
六
緩

で
到
ろ
虚
類
似
制
度

の
存
す
ろ
虜

に
も
當

る
所
の
も

の
兆
依
れ
ば
、
所
得
税
に
事
實
上

、
下
履
国
民
階
級

、
特
に
小
な
る
農
民
並

に
醤
業
者

の
大

部
分
・
大
な
・
翠

簑

不
均
質

警

導
一

・
知

・
イ
・
チ
・
グ
の
詞
の
奉

岳

掲

舞

襲

霧

所
得
鋸

鑑

醤

ゑ
・

詮

=

)

纂

所
得
に
他
の
所
得
よ
り
も

一華

く
警

逢

い
ふ
の
で
に
な
い
。
本
來
、
螢
巣
箱

婁

・
貢
櫓
雰

解
し
て
蔀

蘇

得
税

よ
り
他
部
心
財
産
叉
ぱ
攻
益
税
エ
リ
拳
ぐ
ろ
准
薦
む
る
に
止
ま
る
・

ラ億

一
腓
的
所
得

特

に
或
主
禮

の
副

牧
人

た

る
も

の
ー

ー

に
至

て
は

、
普
通

の
所
得

よ
り
も

一
層

大
な
給
付
能

力
を
有

っ
所

で
あ

る
の
に
(書
=
一)
.
兎
角
所

得
税

・こ
い
ふ
が
如

き
肇
帳

挽
的

の
も

の
よ
り
し
て
は
漏

れ

る
こ
ご

こ
な

る
を
　免
れ
澱
(註
一
三
)
。
圭
牧
人

た
る

一
時
的
所
得

の
漏

れ

る
の
は
、
未

泥
其

給
付
能
力

㊨
比
較

的
小
な

る

旦
.、
ε
に
堵

て
辯
護

さ
れ
を

し
て
も
、
副
牧
人
π
る

蒔

的
所
得
の
漏

れ
る
の
は
不
當
で
あ
る
・
叉
法
律
が

10)Lotz・a ・a・O・S・45[,Pa■ieu ,1.c.P.5[4-5.Fuisting,乱.a.0.S.270.
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1

其
捕

捉
難

ε

い
ふ

こ
ε
を

も
考

慮

し
て
初

め
よ
り
此

程

牧
人

の

一
部

(例
之

我
が
國

に
於

け

る
瞥

利
に
厨

せ
ざ

る

一
時

の
所
得

)
を
課

税
範

國

に
置

く
の
は
課
税
技
術

上
已
む
を
得
な

い
こ
`
で
は
あ

る
が
、

併

し
爲
め

に

一
の
不

公
準

を
生
す

る
こ
ざ
は
免

れ
な

い
。
然

る
に
別
に
財

産

税
が
あ
れ
ば
、
少

(

-し
も
其

「
部

の
直

ち

に
消
費

し
蓋

さ

れ
ざ
る
分
は
捕

捉

さ
る
る
機
會

を
生
守

る
(註
}
四
)。

　

(誹
=
=
)

前
論
交
、
給
付
能
力
原
則
の
適
用
、
第
二
段
二
G
,参
照
.

・

く
く

(註
一
躍
じ

》

エ
フ
レ
τ
ヒ
大
所
鵯
に
於
て
射
倖
所
得
及
其
他
の
偶
然
出
來
事
よ
り
の
不
足
の
所
得
が
一般
所
得
脱
の
綱
の
目
よ
り
容
易
に
漏
れ
る

11

こ
ε

ピ
な

ろ
恐

が
め

る

ミ

い
ふ
。

(註

茜

)

允

も
所
得

税
に
て
も
、
其
直
ち
に
漕
費
し
墨
さ
れ

ざ
る
分
ド
し
て
投
資
さ
る
う
も
の
毒

し
て
生
宏

所
得

嶺

撃

み
こ
爵

出
来

る
が
単
に
享
樂
的
に
使
用
さ
る
る
も
の
な
課
税
す
み
こ
に
出
來
な
い
、
財
産
税
ば
之
存
も
凡
べ
て
捕
捉
し
得

ろ
。

うに
當
該
年
度
内
増
加
所
得
-

所
得
税
の
下
に
、
前
年
所
得
申
告
主
義
を
探
れ
ば
、
課
徴
年
に
於
て
前
年
よ

(

り
も
増
加
し
た
る
所
得
を
捕
捉
し
得
す
、
而
か
も
其
著
し
く
減
少
し
た
る
場
合

に
は
又
之
を
課
挽
し
難
し
ご
い
ふ

こ
ご
に
な
り
、

そ
し
て
所
得
が

大
勢
増
加
に
あ
b
ご
し
て
、

此
増
加
所
得
の
捕
捉
し
難
き
こ
ε
を
避
く
る
を
得

策
こ
し
其
爲
め
に
其
年
所
得
申
告
主
義
を
探
る
ε
す

る
も
、
荷
ほ

一
旦
申
告
し
決
定
し
た
後
に
所
得
の
増
加
し
だ

も
の
が
あ
る
ぜ
し
て
も
、
課
税
技
術
上
之
に
追
随
し
て
課
税
す
る
こ
ε
は
出
來
な

い
。
此

の
如
く
に
し
て
正
常
の

所
得
に
七
て
給
付
能
力
あ
る
も

の
が
之

に
よ
り
若
干
漏
る
る
ひ
ご
ご
な
る
。
此
に

一
匹
不
公
卒
が
生
す

る
。
特
に

之
だ
並
ん
で

一
且
申
告
決
定
し
花
筏
減

少
し
た
も
の
に
し
て

一
定
度
以
内
の
減
少
の
も
の
は
之
を
斟
酌
し
な

肥
こ

、

論

叢

断
得
税
の
弱
嵩

第
十
三
巻

(第
四
號

七
)

四
五
七

11)Sch巨 田e、SLeuern .B.T.S.89.
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論

叢

所
得
税
の
賜
馳

第
十
三
巻

(第
四
號

八
)

四
五
八

ご

ε
な

る
に
於
て
、
此

に
は
本
家
給

付
能
力

な

き
も

の
に
不
相

當
な
課
税
を
な
す

の
不
公
卒

を
も
俘

ふ
。
併

し
此

も
課

税
技
術

上
は
已
む
を
得

ぬ

こ
ε
で
は
あ

る
。

ラほ
無
形
所
得
-

即
ち
財
産
の
償
絡
縢
…貴
に
よ
る
所
得
特
に
土
地
の
不
勢
増
債
部
の
如
き
は
普
通

の
所
…得

よ

く
　

　

り
も
給
付
能

力
が

「
層
太

い
位

で
あ

る
の
起

、
.所
得

税
で
は
課
税
技
術

士
多

く
は
捕

捉
漏

れ
ε
な

る
。

叉
土
地
家

屋
奢

侈
的
動
産
等

の
享
樂

慣
億

の
如

き
も

一
の
無

形
所

得

ご

い
ふ
を
妨

げ

粗
の
に
、
此
も

亦
た
多

く
所

得
税

よ
り

課
椀
漏

れ
亡
な

る
甕

一五
)。
尤

も
其

一
部
は
課
税
技

術
上
捕
捉

が
出

來

魔
ε

い
ふ
程

で
は
な

い
が
。
そ

し
て
財
産

税

は
此
等

の
無
形
所

得
捕

捉

の
機
會

を
有

つ
。

(註

一
五
　

シ
エ
フ
レ
ー
に
大
所
得
に
て
は
、
草
薬
に
於
げ
ろ
非
常
に
租
税
能
力
あ
ろ
利
用
資
本
所
得
、
織
綾
的
な
る
使
用
的
奢
侈
が
一般
所
得
税

切

の
綱
の
目
よ
り
馨
易
に
漏
る
」
々
得
ろ
ミ
い
ふ
。
.

・

ラへ
會
肚
留
保
所
得
一

食
枇
所
得

は
會
肚
所
得

ε
し
て
は
大
鵬
公
示
義
務
を
俘
ふ
か
ら
捕
捉
漏

れ
ε
な

る
こ

く

ピ
は
少

い
が
、
箇
人
に
配
當
す

べ
き
も

の
を
會
肚
に
出
乗
る
だ
け
多
く
留
保
す

乃
・}
.ど
に
よ
り
て
、
箇
人
に
相
當

な
る
累
進
課
税
を
避
く
る
を
得

る
。
即
ち
此

に
箇
人
所
得
ε
し
て
の
捕
捉
漏
が
生
じ
、

一
の
不
公
準
が
矢
張
り
め

る
。
尤
も
夫

の
保
全
會
肚
の
如
き
も
の
に
し
て
箇
人
に
於
け
る
綜
合
累
進
課
視
を
通
脱
す

る
も
の
ε
認
定
し
得
る

だ
け
で
は
箇
人
同
様
の
課
税
を
爲
す
ε
い
ふ
こ
ご
に
し
て
之
を
防
ぐ
こ
ε
は
出
來
る
が
、
其
で
も
到
底
其

の
全
都

を
押
さ
へ
る
こ
ε
は
出
京
難

い
。
.

,

ラニ
所
得
の
過
度
捕
捉
を
生
す

る
こ
ご
、
一

所
得
税
に
於
て
は
、
課
税
技
術
上
、
.捕
捉
漏
れ
ご
な
る
こ
`
の
多

い

(

12)Sch益 田e,a.a.0,S.89.
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ド

こ
`
は
右

に
い
ふ
如
く
で
あ

る
が

、
併

し
叉
其

過
度
捕

捉

ε
な

る
場
合

の
あ

る
こ
ξ

も

見
逃

レ

て

は
な
ら
な

い

(註

一
六
)。

〔註

一
六
)

前
掲

一B
に
の
役
牛
参
照

(
(
(

三
差
等
課
税
の
困
難
-

所
得
税
で
は
大
膿
所
得
金
額
に
慮
じ
て
課
祝
す

る
こ
ζ
」
な
る
。
金
高
同
な
れ
ば
自
ら

同
額
の
税
を
、
金
高
異
れ
ば
異
り
た
る
税
特
.に
異
b
た
る
挽
歩
に
依
る
税
を
課
す

る
こ
ど
に
な
る
。
然

る
に
實
際

は
同

↓
金
高
の
所
得

に
て
も
給
付
能
力
に
相
違
を
生
す

べ
き

元
素
が
あ
る
。
其
を
所
得
税
に
て
も
出
來
る
だ
け
は

瀞
慮
し
斟
酌
す
る
が
、
到
底
課
税
技
術
上
、
.此
挽
に
て
完
全
に
考
慮
す
る
こ
ε
は
出
家
な
い
。
難
ふ
て
其
れ
だ
け

に
て
不
公
孕
ご
な
る
を
冤
れ
な
い
。

偉
所
得
の
品
質
に
依
る
給
付
能
力
相
違
の
考
慮
一

節
ぢ
財
産
所
得
ε
勤
…労
所
得
、
不
勢
所
得
ご
努
力
所
得
、

一
時
的
所
得
ご
継
続
的
所
得
、
確
實
所
得
ε
不
確
實
所
得
の
間

に
給
付
能
力
に
等
差
が
あ
り
、
そ
じ
て
之
を
所
得

税
に
て
考
慮
す

べ
き
で
は
あ
る
が
、
倍
て
之
を
實
際
考
慮
す

る
こ
ご
は
困
難
事
で
あ
る
。
特

に
先
づ

うい
財
産
所
得
ε
動
勢
所
得
!

巴
の
間

の
差
等
課
税
を
行
ふ
ご
し
て
、
両
者
適
用
の
税
率
を
異

に
す

る
こ
ξ

は
出
來
る
が
、
其
に
適
當
な
視
牽
の
相
違
を
附
す

る
こ
ε
は
⊥
ハ
つ
か
し
い
。
其
は
所
詮
已
む
を
得
ぬ
こ
ご
、
し
て

も
、
瞥
業
の
如
く
此
面
元
素
が
並
存
し
、
而
か
も
螢
業
に
よ
り
其
加
味

の
度
合
の
異
も

の
に
於
て
、
所
得
税
に
よ

り
て
適
切
な
る
差
等
課
税
を
行
ふ
こ
ざ
は
課
税
技
術
上
困
難
で
あ
る
。
併
し
所
得
税
の
外
に
別
に
財
産
視
が
あ
る

論

叢

所
得
税
の
翔
鮎

第
十
三
巻

(第
四
號

九
)

四
五
九



論

叢

所
得
税
の
弱
鮎

第
十
三
巻

(第
四
號

「
O
)

四
六
Q

な
ら

ば
、
各
瞥
業

の
特

に
財
産

に
關
す

る
だ
け

に
於

て
特
別

課
税
が
行
は

れ
て
適

切
な

る
差

等
裸
視
が
行

は
る

ン

こ
ε
》
な

る
。

うろ
確
質
的
所
得

ε
不
確
貴
所
一得
1

`
い
ふ
こ
ξ
に
至
て
は
、
其
間

に
給
付
能
力
に
等
差
は
あ
る
が
之
が
限

界
は
不
明
で
あ
り
、
見
様
に
よ
り
て
は
凡

べ
て
の
所
得
に
多
少
の
不
確
實
性
あ
り
`
い
ふ
こ
ざ
が
出
来
、
確
實
ご

い
ひ
不
確
實
ξ
い
ふ
て
も
全
く
程
度
の
差
で
あ
り
(註
一
七
て

其
を
所
得
税
に
て

↓
々
の
所
得
に
つ
き
程
度
を
定
め

て
等
差
誤
皿視
を
行
ふ
こ
ε
は
課
税
技
術
…上
出
来
な

い
。
然
る
に
恰
も
別
に
財
産
税
が
あ
れ
ば
、
財
産
所
得
が
動
勢

所
得
よ
り
も
大
鑑

一
膳
確
實
な
る
だ
け
に
於
て
前
者
の
特
別
課
税
に
よ
め
て
之
を
斟
酌
し
噛
財
産
所
得
中
に
つ
い

て
も
確
實
度
が
財
産
憤
格
に
現
は
る
だ
け

に
於
て
は
、
自
ら
之
を
斟
酌
す

る
こ
ε
に
な
る
。

(註
一
t
)
前
論
交
、
給
付
能
力
原
則
の
適
用
の
第
二
段
に
Φ
謬
照

,

・は
不
労
所
得
ε
努
力
所
得
1

ε
の
差
等
裸
視
も
、
所
得
に
よ
り
て
は
此
両
分
子
の
混
在
す

る
爲
め
課
税
技

術
上
困
難
で
あ
り
、
特
に
箕
面
分
子

の
混
在
、の
度
合
の
不
明
な
る
も
の
に
至
て
は
到
底
所
得
視
で
十
分
差
等
課
税

を
行
ふ
を
得

諏
。
例
之
所
謂
土
地
の
自
然
増
儂
中
の
努
力
的
分
子

に
よ
る
も
の
、
.狽
占
利
得
中
の
努
力
的
分
子
即

ち
普
通
利
得
の
如
き
は
ま
だ
略
ぼ
計
算
の
出
凍
る
部
で
あ
る
が
普
通
の
地
代
や
投
機
利
得
中
の
努
力
的
分
子
の
計

算
の
如
き
は
到
底
出
来
悪

い
〔註
一八
)。

(註
一
八
)
一前
論
曳
給
付
能
力
原
則
の
適
用
の
註
一四
参
照
。

「

■



うに
副
的

一
時
所
得

ε
纏
績
的
所
得
一

の
間
の
差
等
の
課
税
の
如
き
も
、

一
時
的

ε
織
綾
的
ご
の
限
界
が
不

(

明

で
あ
b

、
主
牧

人
ご
副
牧
人

ε
の
分
別

も
往

々
に
し

て
困
難

で
あ

る
が
爲

め
に
六

つ
か
し

い
。

う
ド

B
所
得
の
使
用
方
法
に
依
る
給
付
能
力
相
違

の
考
慮
-

-最
小
活
資
は
所
得
中
、
給
付
能
力
の
非
常
に
小
な
る

(
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
其
は
普
通
の
所
得
枕
で
も
晃
視
さ
る
る
か
ら
良
し
ε
し
て
、
生
産
投
資
用
の
分
ε
奢
侈
的

使
用

の
分
ざ
の
間

に
も
給
付
能
力
が
異
b
、
随
ふ
て
差
等
課
挽
す
る
こ
ε
が
勧
め
ら
る
る
が
.(註
一
些

、
從
來

の
所

得
税
法
で
は
ま
だ
之
を
行

ふ
て
居
ら
ぬ
。
X
之
を
行
ふ
ε
し
て
貴
際
課
税
技
術
上
困
難
で
あ
る
。
例
之
.
生
産
投

資
用
の
分
を
輕
課
す
る
ε
な
れ
ば
、
人
々
は
最
小
活
資

を
超
ゆ
る
所
得
を
凡

べ
て

一
慮
投
資

に
用
ゐ
、
其
自
ら
の

奢
侈
を
、
前
年
の
貯
蓄
を
引
出
し
叉
は
他
人
よ
り
の
借
入
、に
よ
り
て
行
ふ
て
、
奢
侈
の
重
課
を
避
く
る
こ
ε
に
な

る

。

く

〔註

一
九
)

前
論
丈

、
給
付
能
力
原
則
の
適
用
第
三
段
二
CB
参
照

ラC
物
償
の
地
理
的
相
違

に
依

る
給
付
能
力
相
違

の
考
慮
-

即
ち
面

一
園
内
の
.甲
地

ε
乙
地
、
例
之
、
田
舎
ε

(
都
會

、
小
郷
會

ご
大
都

會

ε
に
て
物
傾

が
異

り
、
随

ふ

て
同

一
所
得

に
て
も
其
實

贋
は
異

る
。
随

ふ
て
給
付

能
力

に
相
違

を
生
ず

る
が
(註
二
〇
)、
所
得
税

に
て
は
課

椀
技

術
上
之

を
適

切

に
考
慮
す

る

こ
ε
が
出

來
な

い
。
即

ち
同

↓
所

得

に
て
も
本

來
は
物
償
安

き
庭

に
て
は
其
高

き
慮

よ
ゲ
も

一
層

重
く
課

せ
ら

る

べ
き
も

の
で
あ

る

の
に
、
同

一
税
率

が
適
用

せ
ら

れ
る

こ
ε
に
な

る
の
不
公
季

を
生

す

る
。

塾酬

叢

所
得
税
の
弱
鮎

第
十
一二
巻

(第
囮
【號

一
一)

四
エ
八
一



論

叢

所
得
税

の
弱
鮎

第
十
三
巻

(第
四
號

一
二
)

四
六
ニ

ラ
ラ

(註

二
〇
)

前
論
交

、
給
付
能
力
原
則

の
適
用
第
三
段
二
㏄
参
照

(

ラD
人
的
事
情
の
愛
化
に
よ
る
給
付
能
力
相
違
の
考
慮
-

所
得
税
に
て
は
普
通
、
或
度
ま
で
は
給
付
能
力
に
相

(
違
を
生
す

べ
き
人
的
事
情

の
考
慮
を
行
ふ
が
、
併

し

一
且
申
告

さ
れ
決
定
さ
れ
た
る
以
上
は
、
其
後
の
攣
化
が
あ

っ
て
も
之
に
追
随
し
な
い
こ
ε
は
裸
視
技
術
上
は
已
む
を
得
な
い
が
、
其
れ
だ
け
幾
ら
か
不
公
卒
が
存
す
る
を
見

れ
な

い
。

第
二
段

.

所
得
税
の
経
済
上
及
道
義
上
の
鉄
黙

　一
経
済
上
の
歓
黙

一
)A

人
々
間

の
競
争
條
件
を
不
公
卒
だ
ら
し
む
る
こ
ご
1

所
得
税
の
経
済
上
の
鉄
黙
の
第

　
は
實

に
此
が
人
々

(
間
の
競
争
條
什

留
不
孝
等

に
す

る
こ
ε
で
あ
る
。
其
は
何
故

か
亡
い
ふ
に
、
此
挽
が
所
詮
申
告
視
ε
な
る
の
に
、

申
告

ε
い
へ
ば
人
に
よ
り
或
は
正
當

に
有
の
鮭
を
申
告
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
不
當
.に
虚
備
の
申
告
を
駕
す
毛
の

も
出
来
、
本
來
同
等
課
税

さ
る

べ
き
も
の
が
不
雫
等
課
税
さ
れ
、
爲
め
に
彼
等
の
経
済
生
活
に
於
け
る
競
争
を
不

断
等

ξ
す

る
か
ら

で
あ
る

(註
三

)。

尤
も
此

不
正
申
告

を
匡
正
す

る
爲

め
の
色

々
の
手
段
も
議

せ
ら

套

こ
ご
で

.

あ

る
か
ら
、
全
艦

上
北

が

さ
う
甚

し

い
こ
ε
は
あ

る
ま

い
が
o

垂

=

)

・
・
ッ
は
納
税
者
畏

毒

唾

腺
の
所
得
に
　

て
貢
警

し
め
ら
れ
、
他
の
者
ば
虚
備
な
而
し
て
癌
例
轟

に
申
告
さ
れ
た
所
得



恥

に
よ
り
員
饗

し
め
ら

歪

所
の
所
得
税
に
、
両
部
の
樫
濟
生
活

の
競
争
條
件

な
侵
す
、
、
ミ

な

を

い
ふ
、

副
管
叢

の
程
密
を
漏
ら
す
こ
ε
一

所
得
税
に
よ
り
て
生
す
る
弊
害
の
他
の
も
の
.は
、
之
が
爲
め
に
瞥
業
者

の
集

秘
密
が
自
ら
外
部
に
も
知
れ
る
こ
ま

も
な
り
、
特
に
其
不
菱

は
危
険
な
る
状
態

に
陥
れ
る
場
合
の
如

き
其
漏

れ
る
が
爲

め
に
大
な
打
撃
.を

受
く
る

こ
ε

』
も

な

b
得

る
(註
二
二
)。
此

の
如

き

こ
ε
は
課
視

の
矯
め

に
は

已
む

を
得
ざ

る
こ

ε
》
す

る
よ
b
外

な

い
が
、
兎
も
角

一
の
弊
害
で

は
あ

乃
。

尤
も
義
務
者

に
於
て
此
際

椀

の
輕

く
な

る

こ
ε
よ
b
も

、
其
瞥

業

の
有

利
な

る
こ
ε
を
装

ふ

こ
ε
を

一
層
多
一

利
也

ε
威
す

る
に
於
て
は
、
其
不

利

な

る
眞
相

を
暴
露

し
な

い
や

う

に
す

る
こ
ε
が
出
京

得

る

か
ら

、
.其
弊

害
も

さ
う

大
し
た

こ
ご
で
は
あ

る
ま

い
。

(註
=
;

・
ナ
・
ケ
旨

下
意

造

れ
・
事
情
の
公
表
屠

害
毒

暴

・
例
外
鼠

食

於
て
、
轟

の
秘
警

　

重

篤

す
べ
轟

　

告
の
濫
用
に
等

る
+
分
な
る
保
漿

與

へ
ら

・
ミ

い
ふ
鯛

、
併
し
所
得
申
告
額
が
小
く
な
り
所
得

繋

小
く
な
れ
ば
、
自
ら
外
部
よ
嚇
歪

な
螢

業

事
情

が
推

測

ぜ

ら

ろ

㌦
こ

ピ
と
な

る
為
.免
.れ

な

い
。

O
瞥
業
需
用
に
動
揺
を
生
す

る
こ
ざ
1

前
項
に
い
へ
る
如
く
管
業
状
態
、
而
か
も
不
良
の
其
が
光
視
あ
る
が

く
爲

め
に

一
層

多
く
世

に
漏

れ
る

こ
ご
は
、
他

面

、
其

螢
業

の
信

用
を
動
揺

せ
し

め
る
こ
ε
を
意
味

す

る
。
其

は
瞥

業
者
の
薦
め
に
不
利
な
る
こ
ご
で
あ
灸

註
二
三
)。
尤
も
他
面
、
此
税
あ
る
が
爲
め
に
有
謬

る
特
装
状
態
が
世

一
置

良
く
紹
介
せ
ら
れ
て
信
用
を
増
す

ε
い
ふ
場
合
も
あ
り
得
る
か
ら
、
不
利
の
み
俘
ふ
の
で
は
な
い
。

..

(註
≡

v

ブ
イ
孝

・
詮

憧

鍵

界
に
捨
て
翁

情
の
公
毒

　

信
用
の
動
漿

告

、
爲
め
に
破
滅
に
誓

、得
・
所
書

鵠

の
馨

が
日渡
多
く

心

配

ぜ
ら

ろ

㌦
ぜ
.い
ふ
o

論

叢

既
得
馨

羅

第
+
三
巻

(第
四
器

;
一)

四
六
三

O

1言)

14)

15)

Lotz,a.a-0.S.451.

Vocke,Fw.S.351・

Fuisしing,a.a.0,S.220,



、

論

叢

所
得
暁
の
弱
貼
.

第
十
三
巻

(第
四
號

一
四
)

四
六
四

ラD
怠
惰
を
奨
倒
す
る
こ
ξ
1

所
得
税
の
下
に
は
働
け
ば
働
く
ほ
こ
所
得
が
大
く
な

っ
て
税
の
質
権
も
太
く
な

(
ち

か
ら
、
多

少
は
人

々
を
怠
惰

に
導

く

ε
い
ふ
嫌

が

あ
る
。
併

し
其

は
大
し
た

こ

ε
で
は
あ

る
ま

い
。
働

い
た
結

果

の
全
部
を
税

で
取

上
げ
な

い
以
上

は
、
其
結
果

の
輩

に

一
部

の
み
を
取
上

る
以
上

は
、
人

賦
視
あ

る
が
矯

め
に

働

か
な
く
な

る
よ
り
は
、
む

し
ろ

一
層
多

く
働

く

こ

ε
に
な

る
の
が
普

通
で
あ
ら
う
。

E
財
産

の
不
利
用
を
勘
む
る
こ
蓬
-

所
得
税
は
所
得

の
な

き
庭
に
は
課
し
な

い
か
ら
、
.財
産
を
不
利
用

の
儘

(
に
置
く
こ
ε
、
特

に
直
接
所
得
を
生
ぜ
す
し
て
軍

に
享
樂
儂
値
を
生
じ
及
慣
格
騰
貴

に
よ
り
潜
在
し
た
る
所
得
を

生
す

る
所
の
繧

的
使
用
財
産
を
ぞ

有

つ
・
言

挙

傾
が
宏

〔註
。
四
)。
此
は
如
何
に
も
此
税
の
難

で
は

.あ
る
が
、
併
し
人
は
直
接

の
所
得
を
相
當
に
有
た
す
し
て
は
生
活
す

る
こ
ご
が
出
來
な
い
か
ら
鴇
さ
う
一

財
産

を
直
接
所
得

の
生

ぜ
ざ
る
状
態

に
置

く
こ
ご
が
多

く
は

な
ら

ぬ
で

、あ
ら
う
。

奢
侈

的
使

用
財
産

ビ
て
も

そ
ん
な

に

多
く
持

つ
こ
ざ
は
な

い
で
あ
ら

う
。
特

に
碧

移
的

使
用

財
産

セ
ら

ざ

る
財
産

に
し
て
利

用
す

れ
ば
所
得

を
生

じ
得

べ
き
も

の
な

る
に
拘
ら
す

、
税

あ

る
の
故

に
之
を

利
用

せ
す

ε

い
ふ

こ
ご
は
、
其

税
が
所
得

の

一
部

の
み
取

る
に

止
ま

る
以

上
は
、

め

っ
た

に
無

い
こ
ε
で
あ
ら
う

ε
思

ふ
。

で
精

々
奢
侈
的
使
用
財
産

を
有

つ
こ
ε
を
勤

め
る
ε

い
ふ
の
が
其
結

果

で
め
ら

う
。
此

ε
て
も
亦
甚

し

い
こ
ご
は
あ

る
ま

い
が
、
其

の
之
を
生
す

る
だ
け

で
は
財

産
視

が
之
を
匡

正
す

る

の
手

段

ご
な

る
。

、(註
二
四
)

プ
ァ
イ
フ
ァ
ー
は
・
所
保
税
11
不
利
用
資
本
叉
は
財
産
の
不
生
産
的
使
用
に
全
く
課
税
し
な
い
。
其
れ
だ
け
に
於
て
此
税
が
非
常
に
奢

●

冒



靭

移

存

す

㍉
め
殆

ん

.ε
勉

強

の
罰

ミ
同

こ
な

る
こ

い
ふ
。

ラF
奢
侈
を
勧
む
る
こ
ご
1

右
に
い
ふ
如
く
所
得
税
が
奢
侈
的
使
用
財
産
の
享
樂
に
課
税
せ
す
随
ふ
て
人
々
を

く
し
て
之
を
有

っ
こ
ε
を
働
む

る
の
結
果

は
即

ち
砒
會

に
奢
侈

を
勤

む

る
こ
ε
に
な

る
(註
二
五
)。

尤
も
所

得

税
の
あ

ま
り

に
高

い
場
合

に
は

人
々
を
し
て
此

等

の
奢
侈
品
を

購

入
す

る
の
飴
俗
な

か
ら

し
め
(註
二
六
)
、
随

ふ
て
斯

か
る

奢
侈

奨
画

の
結
果

を
生
じ
灯
.
い
で
は
あ
ら

う
が
、
其

は

固

よ
り
望

ま
し
き

こ
ご
で

は
な

い
。

(註
二
五
}

前
掲
註
二
四
参
照

ーレ

(註
二
六
)

ロ
ッ
シ
に

一般
所
得
税
に
依
ろ
頗
る
高
き
資
捲
に
於
て
奢
侈
的
工
業
の
註
文
が
制
限
さ
る
ろ
こ
ぐ、
が
想
像
さ
ろ
ε
い
ふ
。

ラG
貯
蓄

を
制

限
す

る

こ
ε
I
l

所
得

税

が
右

に

い
ふ
如

く
奢
侈
を
鋤
む

る
だ
け
貯
蓄

を
制
限
す

る

こ
ε

に
な

る

く
が
、
此
節

に
、

所

得
税

の
爲

め
に
所
得
即

ち

貯
蓄

に
嘗

て
ら

る

べ
き
も

の
の

　
部
を

取
去

る

こ
ε

に
よ
り

て

其

だ
け
貯
蓄

を
制
す

る
ε

い
ふ

こ
ご
ε
、
.貯
蓄

さ
る

＼
元

本

ε
其
産

み
潤
す
所

の
利
子

ε
に
二
重

に
課
税
す

る
こ
嬉

に
よ
り
て
浪
費

さ
る
る
も
の
に
比
し
貯
蓄

さ
る
る
も

の

を
重
課
す

る
覚

め
貯
蓄
を

制
す

る
ε

い
ふ
(註
二
七
)、

こ
ε

ε
の
二
黙

よ
り
非
難

せ
ら
る

る
。
が
前
者

は
奢
侈
税
外

の
凡

べ
て
の
税

に
當
る

こ
ε
故

宥
す

る
の
外
な

し

ε
し
て

(註
二
八
)、
貯

蓄

二
重
課

税
論
は
貯
蓄

さ
る

る
も

の
ざ
、

其

よ
り
生
.す

る
利

子
ε
は
別

の
所
得

で
あ
る

か
ら

之
を
以

、
.

て
二
重
課

税

ε
い
ふ
の
が
當

ら
な

い
の
み
な
ら
ず
、
貯

蓄

に
よ
る
貯

蓄
者

の
経
済

上
の
利
益
は
頗

る
重

大
で
其

利

子

に
課
せ
ら

る
る
所

の
税

の
負
撚
位

の
爲

め
に
之
を
享

く

る
こ
ピ

を

止

め
や
う

嘘

い
ふ

ニ
ピ
に
は
な

る
ま

い

か

ら

、
所
得

税
が
貯
蓄
を
制
す

る
ご
い
ふ
.こ
一し
は
大

し
た

こ
ε
で
は
あ

る
ま

い
。

論

叢

所
得
税
の
弱
貼

第
十
三
巻

(第
四
號
.

一
五
)

四
六
五

・

16)Pfeiffer,S【aatseiDnahmen.II.S・253・

17)Lotz,a.a.O .S.45C.



論

賛

所
得
税
の
賜
貼

第

十
三
巻

(第
四
、號

一
六
)

四
夫
六

〔註
=
t
)

ロ
ツ

シ
ア
ー
に
所
得
税
は
私

人
の
貯
蓄
に
不
利
な
影
響
准
行
ふ
。
何

オ
な
れ
ば
此
が
資

本
成
形
に
使
用
さ
れ
た

ろ
所
得
部
な
二
度
召
瘡

ぜ
し
む

う
か
ら
ξ
い
ひ
、
プ
ア
イ
フ
ア
τ
も
所
得
醗
1ま
吝
齎

に
封
ず

ろ
歴
迫
ヒ
し
て
働
く
の
み
な
ら
ず
、其
財
産
の

[
邪
な
蓄
積

ぜ
ん
ご
す
ろ
理
性

的
貯
蓄

の
匿
追

{
し
て

も
働
く
。
何

ミ
な
れ
ば
此

の
如
く
に
し
て
蓄
積
さ
る
ろ
も

の
が
所
得
税
に
て
二
重

に
課
ぜ
ら

ろ
る
、
即
ち
先
づ
全
所
得
な

課
税
し
「、
更
に
此
既

に
課
ぜ
ら
れ
た

ろ
所
得

よ
り

の
貯
蓄

物
の
牧
盆
に
課
税
ぜ
ら
み
る
か
ら

ε
い
ふ
。
そ
し
て
フ
ナ
ッ
ケ
も
所
得

税
に
射
し
て
此

酌

の
加
音
非
難
め
り
ε
注
意
す
。

-

.

.

の　

(註

=
八
)

フ
ォ
ツ
ケ
に
此
非
難
ば
其
に
理
由
が
あ

っ
て
も
、
考
慮
す

る
恨
あ
り

ご
見
る
み
得

ね
。
此
が
沓
脱
に
當

ろ
か
ち
ミ
い
ふ
。

ラニ

道

義

上

の
鉄

黙

ー

ー値
.雇
傭
申
告

に
誘
ふ
こ
ご
一

所
得
税
に
て
は
義
務
者
の
申
告
を
基
礎

ε
す

る
よ
り
、
爲
め
に
人
を
し
て
心
な

ら
ず
も
旙

備
申
告
を
駕

し
、
即

ち
彼
等

の
頁
心
を
続
痺

せ
し
む

る
の
結
果
を
も

つ
(駐
二
九
)
ε

い
ふ
こ

ざ
は
屡

々
此

視

に
射
し

て
爲

ざ
れ
た
非
難

で
あ

る
が
、
此

は
抑

々
不

道
義

を
駕
す
者

の
罪

で
あ

っ
て
已
む
を
得

ざ

る
こ
ご
で
も

あ
り
、
此

税

に

つ
き
庵
備
申
告

を
爲
す
者

は
恐
ら

く
は
此

税
な
く

ε
も
不

道
義

を
寫
す

も

の
で
あ
り
、
此
程

の
爲

め
に
特

に
不
道
義

を
侵
す

こ
ご
玉
な

み
の
で
は
な
か
ら

う
。
む
し

ろ
此
椀

が
行

は
る
こ
ε
久

し
き
に
及

べ
ば
、

之

に
よ
り
人
艮
を
激
育

し
て
彼

等

の
道
義
心
を
養

ふ

こ
ε

に
も
な
り

、
特

に
此
申
告

の
み

に
依
ら
す

し
て
色

々
の
匡

正
手
段

も
あ

る
こ
ざ
故

、
此
巾
告

が
甚
し
く
虚

備

に
陥

る

こ
ご
に
も

な
る
ま

い
。

.省
文
北
極

の
非

難
が
仮

令
幾
ら

か
成
立

っ
て
も

、
其

は
此

視

の
み
な
ら
す

、
申
告
主

義

に
依

る
凡

べ
て
の
視

に
共
通

の

こ
ご
で
の
り
そ
し

て
此
種

の
税

に
申
告
主

義

の
避

一

べ
か
ら

ざ

る
以
上
は
已
む
を

得
な

い
こ
ご

＼
見

る
の
外
な

い
総

三
9
。

、
(註
二
九
)

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
も
一
八
五
八
年
に
所
得
税
に
他
の
税
凍
り
も
颪

多
く
国
民
の
道
義
的
堕
落
に
導
く
ε
い
ふ
て
非
難
し
た
ピ
い
ふ

18)Roscher,a.a.O.S400.Pfeiffer,a.

19)Vocke,a.a.Q.S.352・

a.O.S.256.Vocke,a.a.0.S.352.



早

こ

ご
で

あ
り

(
ロ
ソ

シ
ア
ー

に
依

ろ
V
、

フ

ナ

ソ
ケ
は
申

告
義

務

が
虚

備
申

告

を
誘

ひ

、
之

に
二

71

不
道
義

的
結

果

々
有

つ
ε

い
ふ
非
難

あ
り

ε
注

謝

意
ず
。
面
ほ
前
掲
註
五
、
ロ
ソ

シ
ァ
ー
参
照
、

(註

ヨ
O
)

フ
ナ
ツ
ケ
ー工
曰
く
「
虚
偽
申
告

か
爲
す
者
に
此
な
く
こ
も
既

に
不
道
義
的

に
行
動
し
、
由
毘
阿
の
必
要
ば
唯
だ
既
存

の
駅
貼
ね
表
現
に
齎

ら
も
た
に
過
ぎ
な

い
。
此
非
難
ば
即
ち
原
因
ε
結
果

ε
為
混
同
す

ろ
。
所
得
税
が
不
溢
義
的
に
影
響
す

べ
し
ε
す
る
な
ら
11

、
此
程
の
長
き
存
在

に
於
て
布
告
が
愈

々
不
瓦
ピ
な
ら
な
く
て
に
な
ら

澱
。
然
る
に
事
賢
に
之

建
反
封
で

、
託
種
は
愈

々
満
足
な
も
の
ε
な

っ
た
。
其
他
此
非
難
は
元

⑳

.
來
、
所
得
税
の
み
な
ら
す

、
近
時
凡
べ
て
の
税
に
益

々
慶
が
り
た
ろ
課
税
方
法
た
ろ
申
告
に
基
き
委
員
會

に
て
決
定

す
ろ
の
方
法

に
當

ろ
ε

ラB
政
府

に
謝
し
添
快
反
感
を
屡
か
し
む
る
こ
ε
1

所
得
税
は
結
局
各
人
の
経
済
の
内
情

に
立
入
る
こ
ご
に
な

.,.(
る
か
ら
、
之
あ
る
が
爲
め
に
人
々
が
政
府
天
は
国
家
に
射
し
て
不
快
反
感

の
念
を
い
だ
く
こ
`
に
な
る
を
冤
れ
ぬ

(註
三
「
)。
夫

の
清
費
挽
の
如
き
も
普
逼
の
課
徴
方
法
の
下
に
は
少
く
ε
も
櫓
椀
指
定
者

の
経
済

の
内
情
に
立
入
ら

す
し
て
取

る
だ
け
に
て
は
此
非
難
を
菟

る
、
。
毫
帳
制
の
下

に
於
け
る
地
租
に
至
て
は

一
旦
毫
帳
の
定
ま

つ
把
以

上
は
、
全
く
義
務
者
の
経
済
の
内
部

に
立
入

っ
て
詮
議
せ
痴
か
ら
此
非
難
を
受
け
な
い
。
併
し
所
得
税
は
財
産
挽

其
他

ε
共

に
伺
う
し
て
も
此
非
難
を
.免
れ
る
こ
ざ
が
出
來
諏
。
尤
も
此
は
人
民
が
之
に
慣
れ
て
乗
れ
ば
、
そ
ん
な

に
甚
し
き
も
の
で
は
な
く
な
る
こ
い
ふ
こ
ご
が
あ
り
、
又
多
少
此
弊
が
あ

っ
て
も
、
'其

は
納
税
義
務

の
重
要
、
此

種
の
椀
の
重
要
か
ら
し
て
は
恕
し
な
け
れ
ば
な
ら

漁
。
.

γ

(註

一塁
[
)

フ
オ
ッ
.ケ
に
所
得
税
ーエ
義
務
者
の
私

の
事
情

に
忌
む
べ
き
侵
入
心
行
ふ
こ
ぐ」
な
く
し
て
は
有
効
に
實
行
ず

る
た
得

迎
こ
い
ひ
、
ラ
ウ
に

吻

此
税
が
人
民
の
経
済
事
情

F
侵
入
す
ろ
こ
ミ
が
大

な
不
満
足
及
反
射
々
刺
戟
す
ε
い
ふ
。

論

叢

所
得
税
の
賜
貼

一:
.
.
.
.

第
十
三
巻

〔第
四
號

一
七
}

四
六
七

20)Roscher,a.a,0・S.407.Vocke,a,a.0.S.351.

部)Vock¢,a・a・O・S.351.

.



F

・

論

叢

所
得
醗
の
賜
鮎

第
十
三
巻

〔第
四
號

一
入
)

四
六
入

,

結

論

曾

以
上
要
之
、
所
得
税
は

↓
見
す
れ
ば
発
企
無
鉄
の
税
の
如
く
で
あ
る
が
、
良
く
考
ふ
れ
ば
課
税
技
術
上
瞭
て
公

平
課
税
上
、
経
済
上
更
鋲
に
道
義
上
等
色
々
の
歓
黙
が
あ

っ
て
ゐ
完
全
な
税
で
な
い
こ
ε
が
明
か
で
あ
る
。
特

に

此
に
於
て
も
捕
捉
漏
れ
ざ
な
る
給
付
能
力
が
少
か
ら
ず
生
じ
、
給
付
能
力

に
慮
じ
た
る
差
等
課
税
の
行
は
れ
難
き

場
合
が
多

々
存
す

る
こ
ε
を
見
る
に
於
て
、
愈
々
以
て
此
視
の
唯
我
凋
存
的
債
値
な
き
こ
ε
が
明
か
に
な
る
。
比

較
的
完
全

に
近
き
此
挽
す
ら
撚
り
、
呪
や
其
他
を
や
で
る
る
。
但
し
之
あ
る
が
故
に
所
得
税
を
輕
覗
す
る
は
固
よ

り
非

で
あ

っ
て
、
右
色
々
の
映
熟
め
る
に
拘
ら
す
矢
張
り
所
得
税
に
は
他

の
も
の
」
企
及
す

べ
か
ら
ざ
る
抜
群

の

能
力
が
存
し
て
居
.る
。

.

22)Vocke,a.a・0.S.351,Rau,a.a.0.S.1


